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奈良県斑鳩町戸垣山古墳・舟塚古墳の調査成果 
豊島直博・上野喜則・行天就要・松木研太・水川慶紀 

奈良大学文学部文化財学科は斑鳩町教育委員会と共同で

古墳の調査研究に取り組んでいる。令和３・４年度は戸垣山

古墳と舟塚古墳の調査を行ったので、その成果を報告する。 

戸垣山古墳 現状では約 18×16ｍの方墳である。墳頂部

で埋葬施設の一部と考えられる土坑と赤色顔料の散布を確

認した。墳丘上の盛土から川西編年Ⅲ期（５世紀前半頃）の

埴輪が出土している。葺石は未確認である。 

舟塚古墳 現存する墳丘が直径 8.5ｍの円墳である。右片

袖式の横穴式石室をもつ。袖部付近から土器群が出土した。

須恵器と土師器があり、須恵器には子持壺、脚付壺、高杯、

蓋杯などがある。その年代は TK10型式期後半～TK43型式

期と考えられる。石室内からは飛鳥時代前半の瓦も出土し

た。なお、調査は今後も継続する予定である。             図１ 斑鳩町内古墳分布図 

  

    図２ 戸垣山古墳調査区配置図（第１次）        図３ 舟塚古墳調査区配置図（第１次） 

   
図４ 戸垣山古墳全景       図５ 戸垣山古墳土坑     図６ 戸垣山古墳赤色顔料 

   

図７ 舟塚古墳全景       図８ 石室内土器出土状況   図９ 袖石付近土器出土状況 


